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	応用
	抗原情報
	背景
	MMP13 の欠陥は、ミズーリ型脊椎骨端骨異形成症 (SEMD-MO) [MIM:602111] の原因です。小児期に中等度から重度の骨幹端変化、軽度の骨端線障害、大腿骨および/または脛骨の弯曲、内反股、内反膝、洋ナシ形の椎骨を伴う下肢の肢根短縮を特徴とする骨疾患です。骨幹端骨端線の変化は加齢とともに改善します。線維性コラーゲン、フィブロネクチン、TNC、ACAN などの細胞外マトリックスタンパク質の分解に関与しています。I 型、II 型、III 型コラーゲンなどの三重らせんコラーゲンを切断しますが、可溶性 II 型コラーゲンに対する活性が最も高くなります。IV 型、XIV 型、X 型コラーゲンも分解できます。TGFB1 や CCN2 などの主要な制御タンパク質を活性化または分解することによって機能する可能性もあります。創傷治癒、組織リモデリング、軟骨分解、骨の発達、骨の石灰化および骨化に関与する。正常な胎児の骨の発達と骨化に必要である。軟骨内骨化を介して骨折の治癒に関与する。創傷治癒に関与するが、そのメカニズムはおそらくTGFB1のタンパク質分解による活性化とCCN2の分解を伴う。創傷治癒中のケラチノサイトの移動に関与する。細胞遊走および腫瘍細胞の浸潤に関与する可能性がある。
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	HeLa 細胞溶解物中の MMP13 発現のウェスタン ブロット分析。

